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「下水道事業の役割を踏まえ、持続可能な下水道事業の実現を目的に、明確な目標を定め、膨大な施設の状況を
客観的に把握、評価し、長期的な施設の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的に管理すること」

（出所）下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン-2015年版- （平成27年、国土交通省）

下水道施設全体を一体的に捉えたストックマネジメント計画の策定とそれに基づく点検・調査、改築を支援し、
施設全体の持続的な機能確保及びライフサイクルコストの低減を図る。
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※国土交通省資料より総務省作成

ストックマネジメントとは

公共下水道等におけるストックマネジメント①
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出典：国土交通省資料

公共下水道等におけるストックマネジメント②
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＜国交省作成資料＞

事業計画・ＳＭ計画・ＳＭ実施方針の関係
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Ⅳ．インフラ長寿命化計画等の作成 ２．個別施設毎の長寿命化計画
各インフラの管理者は、各施設の特性や維持管理・更新等に係る取組状況等を踏まえつつ、（中略）個別

施設計画をできるだけ早期に策定し、 これに基づき戦略的な維持管理・更新等を推進する。

（目標）行動計画で対象とした全ての施設について個別施設毎の長寿命化計画を策定（2020年頃）

インフラ長寿命化基本計画（平成２５年１１月）（抄）

個別施設計画について

4



○ 下水道法上の下水道を対象とするストックマネジメント実施方針及び計画を策定済み又は策定中の事業は６割～７割と、取組は進み
つつある一方で、策定の予定がない事業が一定数ある。

○ 集落排水処理施設（農集及び漁集）については、個別施設計画の策定がまだ進んでいない。
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＜総務省調査結果＞

単位（％）○ストックマネジメント実施方針の策定状況 N=1,809

単位（％）
○ストックマネジメント実施方針の策定を進めるに当たり、
国に求める支援等（複数回答） N=1,710

○ストックマネジメント計画の策定を進めるに当たり、
国に求める支援等（複数回答） N=2,013

○ストックマネジメント計画の策定状況 N=1,808 単位（％）
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単位（％）○個別施設計画の策定を進めるに当たり、国に求める支援（複数回答）
N=1,609
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【農業集落排水施設及び漁業集落排水施設】

【下水道法上の下水道】

○個別施設計画の策定状況 N=994

ストックマネジメントの取組状況等
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＜総務省調査結果＞
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策定方法が分からないため（ガイドラインでは不十分）

策定にかける職員が足りないため

策定に要する財源が足りないため
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○未策定（「策定中」及び「策定を検討中」の団体を除く）の理由（複数回答） N=481

0 5 10 15 20 25

供用開始から間がなく、ストックマネジメントに

取り組む必要性を感じていないため

施設の改築時期が差し迫っておらず、

改築にかかる交付金の活用予定がないため

法定されている事業計画の策定にまずは取り組んでおり、

まだストックマネジメント計画を考えるに至っていないため

ストックマネジメントに取り組む必要性は感じているが、

計画の策定を強く要請されてはいないため

Ｈ32年度までは「下水道長寿命化支援制度」に基づく交付が可能である

ため

策定方法が分からないため（ガイドラインでは不十分）

策定にかける職員が足りないため

策定に要する財源が足りないため

その他

○ストックマネジメント計画の策定予定がない団体の理由（複数回答） N=292

【農業集落排水施設及び漁業集落排水施設】

【下水道法上の下水道】

○ 計画策定が未定の理由として、供用開始から間がなく必要性を感じていない団体も一定数存在するが、「策定にかける職員がいない」
という回答が圧倒的な多数である。

ストックマネジメントに取り組まない理由
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ストックマネジメントの現状と課題（まとめ）

２．各団体における取組が進まない理由は、供用開始から間がなく、必要性を感じないという回答も一定数あるが、必
要性を感じつつ、着手できていない現状がある。

①下水道法上の下水道

○ 公共下水道における各団体のストックマネジメントの取組の進捗を示す「ＳＭ通信簿」では、H29.9時点で、全国平均
は20.8/100点。

○ また、H30.7時点で、「ストックマネジメント計画」を策定済みの事業は、29.3％（総務省調査）にとどまる。

○ 平成32年度までに策定が求められている個別施設計画については、H27年の下水道法改正後の事業計画の策定を

もって策定済みと整理されているが、事業計画は、個別の施設の状態を踏まえた将来必要となる更新費用全体を把
握するには不十分だと考えられる。

○ 特に、普及時期が早く、今後全国に先駆けて本格的な大量更新を迎える政令市等においても計画策定率は65％
（13団体）と、十分とはなってない。

→ 早急に計画を策定し、経営戦略にも反映した上で、長寿命化のために必要な事業を計画的に着実に実施するとと
もに、収支にも適切に反映させていく必要があるのではないか。

３．取組推進のための支援策について、各団体のニーズに合わせて具体的内容を充実させるとともに、人口減少や施
設のダウンサイジング等も踏まえたものとなっているかなど、ストックマネジメントの取組の水準について把握していく
必要がある。

○ 必要性を感じているが、着手していない理由としては、策定方法が分からない、人手が足りない等の理由を挙げる
団体が多い。

１．将来にわたって持続的な経営を確保していくため、各団体においては、ストックマネジメントを通じて将来必要となる
更新費用を正確に把握することが必要であるが、各団体における取組は必ずしも進んでいない。

②集落排水処理施設
○ 農業集落排水施設・漁業集落排水施設について、個別施設計画の策定はまだ進んでいない。
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